
第２回交流授業
①おすすめの観光地の紹介（グループ）

両校の生徒が互いにおすすめの観光
地について紹介したり、質問したりし
た。
②フリートーク（グループ）

興味のある話題につ
いて、質問したり答え
たりしながら互いにや
り取りを⾏った。 ｓ

①オンラインで自己紹介をする。
パワーポイントで自己紹介のためのプレゼンテーショ

ン資料を作成し、オンラインでＡＬＴに自己紹介をした。
自己紹介後にＡＬＴからの質問に答えた。

②ＡＬＴによる発表を聞く。
ＡＬＴからアメリカの屋台料理について聞き、自分た

ちのプレゼンテーションの参考にした。

③おすすめの屋台料理を紹介する。
グループごとにおすすめの屋台料理を紹介するプレゼ

ンテーション資料を作成し、オンラインでＡＬＴに伝え
た。その後、発表内容に関するＡＬＴからの質問に答え
た。他のグループの発表を⾒て、よい点、改善点、感想
等を共有した。

④ＡＬＴによる発表を聞いて、質問を考える。
ＡＬＴからアメリカのおすすめの屋台料理や観光地に

ついての発表を聞き、質問を考えた。

⑤第１回交流授業（６グループ 約20分）

⑥帯学習で会話練習をする。
毎時間ペアで会話練習をした。

⑦スピーキングテストの実施

⑧資料を作成し、ＡＬＴに発表する。
グループごとにおすすめの観光地を紹介する資料を作

成し、英文を考えた。ＡＬＴに英語表現について質問し
たり、発表を⾏ってアドバイスをもらったりした。

⑨第２回交流授業（５グループ 約20分）

先生の声
・交流授業後のアンケートでは、98％の生徒が、交流を楽しんだと回答していた。⻑年英

語教員をしてきて、こんなにたくさんの生徒の笑顔を⾒ることができたのは初めてだっ
た。「外国人と積極的にコミュニケーションを図りたいです。」と肯定的に答えた生徒
は、事後アンケートでは22.6％増えた。生徒の感想には、「会話ができるように頑張り
たい。」「思ったことを英語で話せるように頑張る。」など、意欲的な意⾒がたくさん
あった。２回の交流授業において、相手の発表を聞いて質問をするということが課題
だった。今後も質問する⼒を⾝に付けさせたい。

生徒の声
・第１回の交流より、使える単語や質問できる回数が増えて良かった。うなずいたり、手

を振ったりすることが前よりもできるようになったので良かった。もう少し１つの話題
に対して⻑く話せるようになれたらいいなと思った。

・第１回の交流の時よりも、相手が何を言っているのかが分かった。相手が話している時
に、相づちをすることができた。

・日頃からＡＬＴの先生と話すことが⼤切なんだなと思った。本当に楽しかった。
・もう⼀度、交流をやってみたい。

「英語で教室から世界とつながる」プラットフォーム事業
“Opening a New World from the Classroom” Project, Hiroshima 

・韓国の生徒とオンラインで楽しく交流ができるように、「⼤きな声で、ゆっくり、はっきり、相手の反応を⾒て、自分も反応をする。ジェスチャーを使う。」ことを指導した。
・第１回交流授業の反省を生かし、韓国の生徒の発表に対して質問できるよう、事前学習の中で、ＡＬＴの発表を聞いて質問を考えたり、ペアで会話練習を⾏ったりした。
・第１回交流授業以降、帯学習で「繰り返しRepeat   反応Reaction コメントComment 質問Question 」を意識して、ペアで会話練習を⾏った。
・交流授業を⾏う場所を６つの教室に分けて、⾳がハウリングを起こさないようにした。

交流を終えて

⼤切にしたこと

学 年︓第２学年
単元名︓ 日本のおすすめの屋台料理と観光地を紹介しよう︕

（Program 3, Our Project 4  Sunshine English Course 2）
ねらい︓韓国の生徒に、日本のおすすめの屋台料理と観光地を

伝え、交流することができる。

交流授業

Seoil Middle School 坂町⽴坂中学校

おすすめの屋台料理を
聞く生徒たち

おすすめの観光地を
説明する生徒たち

（ RRCQ ) Reaction Repeat Comment Question 

第１回交流授業
①自己紹介（グループ）

両校の生徒が簡単な自己紹介を
⾏った。
②おすすめの屋台料理の紹介（グ

ループ）
互いにおすすめの屋台料理につい

て紹介したり、質問したりした。
③フリートーク（グループ）

興味のある話題について、互いに
やり取りを⾏った。
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